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博士論文要約 
信と行の近代―岡田式静坐法にみる心身修養のゆくえ 
栗田英彦 
 
本論文の課題は、明治末に生まれた「岡田式静坐法」 と呼ばれる心身修養法の歴史的モ
ノグラフを記述し、それによって〈行
ぎょう
〉の近代的展開の問題を探求することである。 
岡田式静坐法とは、創始者・岡田虎二郎（一八七二～一九二〇）によって規定された坐
法と呼吸法からなる身体技法である。その実践によって、体位向上や品性涵養などさまざ
まな効果がもたらされるとされており、心身一体となった人間の開発、すなわち「心身修
養」の方法として、明治末から昭和初期に至るまで、多くの人々のあいだで人気を博して
いた。東京の各所で開催された静坐会に集った人々には、木下尚江（一八六九～一九三七）
や田中正造（一八四一～一九一三）といった著名な社会運動家をはじめ、学生・教育者・
実業家・芸術家・政治家・軍人・華族など多岐に渡っていた。こうした影響力の大きさの
わりにまとまった資料が不足していたこともあり、岡田式静坐法の研究は非常に少ない。
創始者の伝記や社会史・思想史の文脈からの断片的な言及はあったが、とくにこれを運動
体として一貫して記述し、その展開・変遷をとらえようとする試みはなされてこなかった。
本論文では、筆者の調査によって改めて整理された資料を駆使し、この課題に取り組んだ。 
この作業を通じて、本論文では、近代宗教史においてこれまで見落とされてきた〈行〉
の近代的展開に注目した。ここでの行とは、ある理想目的に至るために、特定の身体的行
為を用いる営みとして定義され、修行・戒律・祈祷などを典型とする。信仰を核とした近
代「宗教」概念の形成にともなって、行はいかに変容したのか。本論文の課題は、岡田式
静坐法を事例として、この問いの答えを探ることである。これによって、行の衰微や世俗
的訓練への転用や置換とは異なる、近代における宗教的訓練のゆくえを明らかにし、近代
宗教史に新たな光を当てることができるだろう。 
 以下、各章の要約を行っていく。 
 
序章 行の変容と近代日本  
序章では、先行研究を踏まえて本論文の問題意識と視座を提示した。 
従来、民衆宗教・新宗教・近代仏教などの近代日本宗教史の主要な研究フィールドでは、
資本主義や近代的主体の形成と宗教の関係が重要なテーマとなってきた。ここで注目され
たのは主に思想であり、実践に焦点が当たる場合でも、こうした近代主義に親和的なもの
に限られていた。こうした近代主義的視座を批判して行的実践を評価する研究もあったが、
その場合は近代への反動あるいは補完として位置づけられることが通例であった。こうし
た観点は、行の近代的変容をとらえる視点に欠けていた。 
 一方、近年では、こうした近代主義的前提そのものを植民地主義や帝国主義の問題と関
連づけながら批判的に考察する研究がさかんになり、その流れのなかで二〇〇〇年代以降、
日本でも宗教概念の系譜学的研究が進められた。ここでは、個人化・内面化された確信・
体験・感情・意志など―本論文ではこれを〈信〉と呼ぶ―を核とする「宗教」概念が、religion
の翻訳語として近代になって知識人らによって構築されたものであること、そしてプロテ
スタンティズムをモデルとしたこの概念の導入そのものが伝統的な身体実践を周縁化する
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役割を担ってきたことが指摘されてきた。 
たとえば、欧米における宗教〔religion〕概念の系譜学的研究を行ったタラル・アサドは、
中世キリスト教で行われてきた修道院の宗教的儀礼が、近代的宗教概念形成によって、徳
性を訓練するプロセスから「象徴」―読解されるべきテクスト―へ変わっていったと論じ
た（Asad, Talal. Genealogies of Religion, Baltimore and London: The Johns Hopkins University 
Press, 1993）。また、ミシェル・フーコーによれば、修道院や軍隊や仕事場といった特定な
場で存在した規律訓練は、一七～一八世紀以降、学校・施療院・大規模工場などを通じて、
世俗社会における規律訓練の一般方式へと展開したとされる（『監獄の誕生―監視と処罰』
田村俶訳、新潮社、一九七七年）。両者の見解を踏まえるならば、宗教的訓練における身体
性の希薄化と世俗的訓練における身体性の濃密化は、近代に生じた訓練の変容に関する両
面だといえよう。日本でも近代化を通じて、こうした西洋の統治技術と宗教概念を受け入
れていったが、それにともなって伝統的な非言語的・慣習的実践は抑圧あるいは周縁化さ
れてきたとされる（例えば、磯前順一『近代日本の宗教概念とその系譜』岩波書店、二〇
〇三年など）。それに対して本論文では、こうした知識人による近代的理念の構築・展開の
過程に心身修養と岡田式静坐法の運動体を位置づけ、〈信〉を核とした宗教概念との関係に
注意しながら、日本における近代的な自己訓練技術の系譜を描き出そうとした。 
こうした身体的な自己訓練を分析するにあたり、本論文では宗教学における修行研究の
知見を参照した。ここでは宗教的実践における身体の意味が積極的に問われてきたからで
ある。修行研究のパイオニア・岸本英夫は「特殊な深い境地」や「一定の心的境地」とい
った理想に到る手段としての行に注目した。一方、岸本の理論を批判的に継承した池上良
正は、突発的で恣意的な宗教体験に対して、一定の規律や秩序を与える機能を行が持つこ
とを付け加えた。行の機能に関する強調点の違いにも関わらず、両者は、行の目的や動機
を体験や心理などに置く点で共通している。本論文では、両者の知見を踏まえつつも、近
代宗教概念を相対化する視座からこの点については修正を試みた。すなわち、理想や目的
は、個人の内面ではなく、行を取り巻く空間（指導者・修行仲間・モノ・テクスト・発話
行為・身体的所作など）において埋め込まれているととらえたのである。岸本は行の空間
の向こうにある理想を強調し、池上はある境地を現実に適応させる行の機能に注目した。
つまり、行の営みは、ある究極的理想へと向かう解放のプロセスであるとともに、究極的
理想を現実化するプロセスでもあるのである。それを図式化すると次のようになる。 
現実 → 〈解放〉 → 理想 
 現実 ← 〈規律〉 ← 理想 
上段と下段は、行における同一のプロセスの両面であり、理想は理想のままで顕現するの
ではなく、行を通じて身体的・空間的に現実化することを示している。こうして行をとら
えることで、宗教／世俗、精神／身体、理想／現実といった二分法へと還元するのではな
く、こうした二分法の登場によって生じた行の変容を明らかにしようとしているのである。
これが、本論文で行の近代的変容を分析するときの基本的視座となる。 
 
第一部 心身修養の誕生と変遷 
 序章で論じた問題意識と視座を踏まえて、第一部では心身修養法の誕生から筆を起こし、
その典型例の一つである岡田式静坐法の変遷を思想と組織の両面から分析した。 
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第一章 世紀転換期の「修養」概念と将来の宗教の構想 
個人の自由は近代において重要な理念のひとつだが、一方で公共空間のルールには自ら
従う自律的な主体が求められてきた。明治二〇～三〇年代にかけて、明治国家は、法律と
国民道徳（教育勅語）によって、人々が従うべきルールを定め、それを身につける装置で
ある学校教育を整備していった。この過程で、それまで教育と深くかかわってきた宗教は
学校教育から排除されていくことになった。内村鑑三不敬事件とそれに続く「宗教と教育
の衝突」論争は、その決定的な契機としてよく知られるものである。 
しかし、これによって宗教と道徳の問題は片づけられたわけではない。より内面からの
自律を国民に期待する井上哲次郎（東京帝国大学教授・一八五六～一九四四）ら国民道徳
論者と、新たな布教の場を求める改革派宗教者らは、新しい宗教の形を模索し続けていた。
両者の交錯が表面化したのが、井上の発表した「宗教の将来に関する意見」（一八九九年一
〇月講演・一二月『哲学雑誌』掲載）とそれに関する論争であった。 
「宗教と教育の衝突」論争でキリスト教を排撃した井上であったが、ここでは、あらゆ
る宗教が将来的にとりうるかたちを提示しようとした。井上によれば、諸宗教の核は、人々
の心の内に倫理の根底を立てる「倫理的実在」（「大我」とも呼ばれる）の観念である。そ
れゆえ、将来の宗教は夾雑物を捨て、倫理的実在を核とした普遍的な「倫理的宗教」とな
るべきだとされた。〈信〉を倫理実践と直結させ、国民道徳の形式主義と各宗教の特殊性の
両方を乗り越えようとしたのである。しかし、理想とすべき倫理実践のあり方は具体的に
明示されなかったため、その抽象性に対して多方面から批判や補完がなされることになる。 
この論争に参加した改革派の宗教者（キリスト教徒と仏教徒）は、「仏陀」や「神」など
の人格的存在、あるいは「内観」や「坐禅」などの具体的な方法を通じてこそ、究極的な
理想にアクセスできると反論し、個別の宗教の意義を強調した。ただし、彼らは、宗教実
践と倫理実践の根本的な対立の可能性についてはほとんど論じておらず、倫理と宗教を関
連づけようとした点で井上哲次郎と同一の方向性を持っていた。 
こうしたなかから、倫理的かつ宗教的な理想の境地にアクセスするプロセスを表すため
に、「修養」の言葉が登場してくる。もともとは、明治初期に西洋的な自立精神養成を説く
ために用いられた「修養」の語であったが、一九〇〇年前後のこの時期に、宗教と倫理の
再結合を目指す潮流のなかで概念化されていった。「修養」とは、いわば倫理的宗教の具体
化の諸相なのであり、大衆の実存的な要求から自生したというより、知識人による近代的
（西洋的）理念のローカルな展開の結果として位置づけられるものであった。 
 
第二章 心身修養の技法と理想 
仏教系ジャーナリスト・加藤咄堂（一八七〇～一九四九）の説いた「坐禅修養」は、ま
さしく倫理的宗教論の坐禅による補完物であった。加藤の坐禅修養論以降、坐法や呼吸法
からなる「心身修養」を説く人物や書籍が次々と現れることになる。このなかで特に知ら
れたものが、岡田虎二郎の岡田式静坐法、藤田霊斎（一九六八～一九五七）の藤田式息心
調和法、二木謙三（一八七三～一九六六）の二木式腹式呼吸法であった。まったく健康法
として提唱された二木式をのぞき、ほかの心身修養法は倫理宗教論にも通ずる抽象的な内
面的境地を究極の目的としていた。ただし、心身修養において身体的理想と内面的理想は
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一致するものであり、それゆえ健康法でもあったのである。その点で〈信〉を重視しつつ
も、常に身体性を帯びることになる。 
心身修養の理論と技法は多様を極めていた。藤田式では身体技法だけでなく、観念や言
語も重視した。藤田は、修養の目的をはっきりとした文言で表して黙読するように指導し、
また技法の背後にある理論を体系化しようと努めていた。さらに、息心調和法の普及のた
め、いくつもの著作や雑誌（『真人』『養真』『調和』）を刊行した。 
一方、岡田式では理想は明確に言語化されず、技法の根拠も「重心の安定」と「血液の
循環」以上にはほとんど説明されなかった。岡田は、自分自身では一切の書物を残さなか
った。そのかわりに、岡田式における理想はなによりも岡田虎二郎の肉体において体現さ
れ、それはそのままその人格を表すものとみなされた。静坐会場には、岡田虎二郎の人格
と肉体に魅了された信奉者であふれ、それらの人々にとって、静坐とは岡田に体現された
心身の理想に向かう方法であった。 
岡田は「忠君愛国」「注入教育」「物質医学」「克己禁欲」を批判し、個々人の「内的霊性」
の開発を強く訴えていた。岡田の批判性と個人主義は、近代的主体の確立に寄与するもの
として、あるいはある種の近代性へのカウンターとして評価できるかもしれない。ただ、
これが、井上の提唱した倫理的宗教論の系譜と密接な関係を持っていたことは留意してお
くべきだろう。むしろ、倫理的宗教論における抽象性と実践性、そして諸宗教の境界と宗
教概念の制限を越えるという二重の意味での超「宗教」性を突き詰めた先に、人物と技法
の身体性によって担保された倫理的・宗教的な運動が現れることを示している。 
 
第三章 霊動のポリティクス―大正期日本の霊概念と身体 
静坐の実践によって、行為主体の所在が問い直されるような現象も発生した。憑霊現象
にも例えられる身体の「振動」である。同時期に教勢を伸ばした太霊道や大本教でも同様
の身体運動は発生しており、それらを総称した「霊動」といった用語も流通し始めていた。
岡田式静坐法・太霊道・大本教の三者ともが、こうした身体運動は行為者の意志によるも
のではないと主張しており、あたかも近代的な自律的主体の観念から逸脱しているかに見
える。しかし、それは単純に前近代性として片づけられるものではなかった。まず、こう
した言説自体が、「精神」の言葉をめぐって心理学や精神医学と覇権を競った心霊学を経由
したものであった。その意味で、文字通り、近代の産物なのである。さらに、脳髄ではな
く身体（腹・丹田）に行為主体を置く心身観は、物心二元論や主客二元論の超克をめざし
て主張されており、その点で明治以降の日本の哲学と課題を共有していた。 
岡田式静坐法の「振動」は、行為主体の観念を掘り崩すというより、精神偏重の行為主
体を問い直して心身一致の行為主体を再認識するプロセスとして、実践者には受け止めら
れていた。あるいは、個人の心身を人為的な強制から解放し、より大きな「大我」や「自
然」と一体化した境地への到達を体現するものとされていた。 
しかしながら、大正末、岡田は大本や太霊道との混同を避けるために振動を禁止し、解
放のプロセスはより内面化されることになった。 
 
第四章 岡田式静坐法の組織形態と権威の源泉 
一九二〇年（大正九）、岡田虎二郎の急逝によって、岡田式静坐法の運動体は打撃を受け
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る。健康法／修養法としての有効性を保証していた現前する理想が失われ、岡田に代わる
ような人物も現れなかったからである。昭和期は京都静坐社が静坐会ネットワークの中継
点として中心的な役割を果たすが、静坐社を運営した小林信子（一八八六～一九七三、後
述する小林参三郎の妻）は自身が指導者として立つことを控えていた。それゆえ、後継者
らは、失われた理想を埋め合わせるために岡田の顕彰を行い、運動体の輪郭を維持するた
めに静坐形式の墨守を強調した。京都静坐社では、雑誌『静坐』を発行し、岡田虎二郎の
最初の語録を刊行した。 
 静坐の形式が厳密化・理想化されることで、静坐の自己目的化も強まっていく。静坐の
自己目的化は、岡田もたびたび述べていた一つの究極的な行の形ではある。しかし、向か
うべき理想が見えなければ、行は解放のプロセスとなりえず、単なる規律に堕してしまう。
その先に、健康であれ、人格であれ、宗教的境地であれ、なんらかの理想が設定される必
要があった。それゆえ、さまざまな立場から静坐は解釈しなおされ、思想面での豊かさを
増していくこととなった。 
ドイツ文学者の佐藤通次（一九〇一～一九九〇）は、岡田式静坐法の実践を通じて、自
己の物質的・肉体的側面に無自覚な、精神偏重の西洋哲学的主体概念を批判するようにな
る。佐藤にとって、丹田呼吸とは、肉体を通じて主体性を実現する行に他ならなかった。
このときの理想は、もはや岡田に体現されたものではない。丹田の一点に中心をおいて心
身を一如にする静坐法は、天皇を中心として万民が一如となる「神国日本」の理想を体現
するものとなったのである。 
 
第二部 信と行の交渉 
先述のように、岡田虎二郎の急逝後、岡田式静坐法に対するさまざまな解釈が現れるよ
うになった。第二部では、その具体例として、民間精神療法を採用した医師、近代真宗学
を開拓した浄土真宗僧侶、古神道を信奉する国家主義者を取り上げ、論者らの信念体系と
岡田式静坐法との交渉を分析した。 
 
第一章 宗教と医学を超えて―済世病院長小林参三郎の治療論 
明治末、外科医・小林参三郎（一八六三～一九二六）が院長を務めた済世病院は、西洋
医学と仏教信仰を併用した治療法で話題を集めていた。ただ、このときの仏教信仰とは、
実際には当時ブームとなっていた「精神療法」あるいは「霊術」と呼ばれる民間療法であ
った。精神療法における「精神」は、エネルギーにも例えられるような物理的作用をもっ
た一元的な宇宙の構成原理であるとともに、そうした原理を確信する個々人の精神状態で
もあった。それゆえ、精神療法の施術者自身、強烈な〈信〉が要求されることになる。小
林もまた〈信〉を得るべく、みずからの精神をコントロールしようとしていた。しかし、
みずからの精神をみずからの精神によってコントロールすることには、根本的な矛盾を孕
んでいる。この矛盾を、みずからの神経衰弱を通じて知った小林は、かわりに岡田式静坐
法を治療に採用することになった。心理操作をともなわない岡田式静坐法の採用によって、
小林の宇宙観や人間観は変容し、精神療法の信念体系への〈信〉の獲得を目指さなくなっ
た。かわりに静坐によっておのずから呼び起される「自然良能」を、宗教的な〈信〉の境
地と同一視するようになった。一方で、静坐を医療に応用することで、結果的に、静坐を
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非「宗教」化、非道徳化、非政治化する道を開くことにもなった。 
 
第二章 真宗僧侶と岡田式静坐法 
 岡田虎二郎亡き後、小林は導き手を求めて、金子大榮（一八八一～一九七六）、山辺習学
（一八八二～一九四四）、足利浄円（一八七八～一九六〇）、蜂谷賢喜代（一八八〇～一九
六四）といった著名な浄土真宗僧侶と交流を深めていく。代わりに小林は岡田式静坐法を
彼らに教えた。宗教ではなく健康法として静坐を教えられたため、自力行を否定する真宗
僧侶にも受け入れやすかったのだろう。また、「静坐は他力だ」といった岡田の言葉に代表
される他力的傾向も、真宗僧侶にはなじみやすいものであった。小林亡き後、これらの真
宗僧侶は、京都静坐社の中心メンバーとしても活躍した。 
 浄土真宗僧侶らの岡田式静坐法へのアプローチは、それぞれの立場によって微妙に異な
る。念仏を重視した元本願寺派の足利は静坐と仏教を峻別したが、大谷派の山辺、安藤、
金子らにおいてはこの区別があいまいになった。金子や山辺らは静坐を仏教の枠組みに位
置づけ、静坐を仏教化していった。岡田虎二郎に体現されていた非言語的な理想は、仏教
的な「智慧」や「法」と呼ばれるものになった。 
 一方で、静坐実践によって、論者らは仏教の行にあらためて注目することになり、その
思想も変化した。山辺は仏教経典から呼吸法の記述をまとめて『心身鍛練之書』（東洋経済
出版部、一九三九年）を刊行した。超越的であった金子の仏教理解は、より内在的なもの
へと転換することになった。 
 
第三章 皇国運動
や ま と ば た ら き
と岡田式静坐法―二荒芳徳を通じて  
二荒芳徳（一八八六～一九六七）は貴族院議員・教育者として活躍した人物で、岡田虎
二郎の直弟子であり、京都静坐社の創立メンバーでもあった。一方で、古神道主義者の筧
克彦（一八七二～一九六一）の薫陶を受け、二荒も古神道の普及に与っていた。この章で
は、古神道主義者の二荒にとって、岡田式静坐法がいかなる意味を持っていたかを探った。 
明治末、筧は、記紀神話から解釈して「古神道」（「神ながらの道」）と呼ばれる神道思想
を主張した。筧によれば、日本では古来より国家と天皇と国民の「本来の一心同体」を信
仰して実行してきたとされる。筧の古神道は、〈信〉の重視、行動主義、超「宗教」性、普
遍性といった特徴があり、その点で倫理的宗教論と通底するものがあった。逆に言えば、
倫理的宗教論と同様に具体的実践に乏しかったため、筧はのちに古神道を補完して「皇国
運動」なる集団体操を提唱することになった。 
岡田と筧は、当時の日本の社会的・政治的な問題に対して、自発的道徳の必要を説いた
点でも共通する。しかし、両者は理想の提示の仕方に違いがあった。あくまでも自らの身
体で理想を体現した岡田に対して、筧は理想を「本来の一心同体」の「国柄」に託した。
このとき、理想と現実は日本において一体化してしまい、理想は眼前にあるにも関わらず
霧散することになる。皇国運動が提唱されたのちも、二荒の岡田へ傾倒は継続したが、こ
こには、古神道の持つ矛盾を、より個人的な実感と具体的な人格を目標とすることによっ
て埋めようとしていたともいえる。しかし一方、岡田から切り離し、一般化して静坐を評
価したとき、静坐は「観神の法」にもなり、岡田虎二郎の説く「道」は、代わって「神な
がらの道」に回収されることにもなったのである。 
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以上に見るように、行は近代になって消失したり、宗教の領域に囲い込まれたりしただ
けではない。脱文脈化されてさまざまな領域に浸透し、多様な信念体系と結合しつつ、思
想と実践の複合体を形成していた。心身修養は、特定の宗教伝統にのみ帰属するわけでは
なく、個人的実践に留まる部分もある。しかし、岡田式静坐法の事例では、身体技法の形
式と岡田虎二郎自身の存在によって、一定の輪郭を持った運動体を形成しうることを確認
した。身体技法について岡田自身がほとんど解釈を示さなかったことで、特に岡田逝去後、
個々の実践者の信念体系によってさまざまな応用を許すことになった。ただし、それは一
方的な応用ではなく、身体技法そのもののもつ心身一致の理想が論者の思想に影響を与え
ていたことも確認した。 
岡田虎二郎の肉体でもって示された理想は、理想内容がたとえ非言語的・抽象的であっ
ても能動的な参加を促すに足る具体性を帯びていた。岡田式静坐法における理想は健康や
道徳をはじめとした個別の目的を含みつつ、それらに還元できない理想を提示していた。
これらの特徴は、おなじ世俗的空間内における規律権力ではあっても、効率の追求や細分
化した管理といった点で、M・フーコーが析出した規律権力とはやはり異なっている。 
こうした個人崇拝の危険性は確かにあるだろう。ただ、本論文の目的はその是非を問う
ことではない。ここで言いたいことは、近代の理念とは、国家や民族といった共同性や、
普遍的・抽象的な概念によって表されるだけではないということである。近代に加速する
自他を対象化して問い直していく不断の営みのなかで、あらゆる生のあり方は急速に脱自
明化していく。概念を通じてしか生を把握できなくなっていくような状況のなかで、身体
的な実感は直接的な生の把握の可能性をもってわれわれの前に現れてくる。岡田式静坐法
の展開をあとづけることで確認した事実は、具体的な肉体を持った個人によって、あるい
は身体技法によってもたらされる身体的効果によって、理想を現実と結びつけて人々の生
を意味づけるような運動体が現れうることである。 
本論文では、「近代と行」の問題を戦前日本の、しかも岡田式静坐法とその周辺の限られ
た事例によって考察してきた。この知見を検証する意味でも、さらに幅広い事例を扱って
いく必要があるだろう。一九六〇年代以降に見られる西洋における禅の流行などからも明
らかなように、「近代と行」の問題は、グローバルな問題として考えていくべきだと考える。
また、戦後の事例と関連付けて考えていく作業は、「スピリチュアリティ」の問題を再考す
るために重要な課題だと考えている。 
